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１．第 19 回大会長挨拶 

 

      

    

溝畑 潤／Jun Mizohata    

関西学院大学人間福祉学部人間科学科教授 

日本ラグビー学会理事長 

           

        

 

 

 

   

  第 19 回大会の大会長を仰せつかりました溝畑潤です。日本ラグビー学会は、多くのラグ

ビー関係者が研究だけに留まらず、ラグビーに関連する様々な情報発信を担う学術団体で

あることを理念に発足されました。 

ラグビーは、これまで学校教育現場において、社会性および人間形成などを養成するスポ

ーツとして高く評価されてきました。しかし、昨今はラグビーがこれまで以上に子どもの進

学や就職の手段となっているかのように思われます。 

前回大会（第 17 回大会）では、そのような子どものラグビー環境において、公立高校で

あることや部員不足という問題を抱えながらも、全国大会出場を目標にたゆまない努力を

されている公立高校のラグビー部顧問の先生方にご登壇頂き、今後の高校ラグビーの課題

と展望についてご意見を頂戴しました。 

今大会は花園の全国高校大会とほぼ同時期に開催される全国高等専門学校ラグビー大会

において、長期にわたり大会の運営に貢献されている神戸市立高等専門学校の小森田敏先

生、常にベスト４に進出するチーム作りをされている仙台高等専門学校の柴田尚都先生、今

大会も優勝し３連覇を成し遂げた奈良高等専門学校の森弘暢先生、日本ラグビー学会の理

事であり、日本ラグビーフットボール協会の様々な機関でご活躍されている豊田高等専門

学校の高津浩彰先生をシンポジストにお招きして、高等専門学校ラグビーの魅力や現状に

ついてお話しをお伺いします。 

末筆になりますが、本大会を開催するにあたり、ご尽力を賜りました関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。 

 

 

 



 

２．大会スケジュール 

 

理事会 ・・・・・・・・・・・・  11:00～11:50   1407 教室 

総 会 ・・・・・・・・・・・・  12:00～12:50   1405 教室 

開会式 ・・・・・・・・・・・・   13:00～13:05   1405 教室 

一般発表 ・・・・・・・・・・・   13:10～16:05   1405 教室 

シンポジウム ・・・・・・・・・   16:15～17:45   1405 教室 

閉会式 ・・・・・・・・・・・・  17:45～17:50   1405 教室 

意見交換会 ・・・・・・・・・・   大会終了後  ＊意見交換会 

会場：HUB「BRITISH PUB」梅田茶屋町アプローズ店 

                          梅田茶屋町アプローズタワー地下 1 階 

     参加希望者は受付時に参加費（5,000 円程度）をお支払いください 

 

 

 

 

 

 

 



３．大会案内 

a．会場  

・関西学院大学大阪梅田キャンパス 

日時：2026年3月28日（土）11：00から17：00（予定） 

会場：関西学院大学大阪梅田キャンパス14階 

    〒530-0013 大阪府大阪市北区茶屋町19−19 アプローズタワー 14階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会本部       １４０４教室 

理事会        １４０７教室 

総会         １４０５教室 

開会式および閉会式  １４０５教室 

一般発表       １４０５教室 

シンポジウム     １４０５教室 

 

 

 

 

 



b. 受 付 

・総合受付場所：関西学院大学大阪梅田キャンパス 14 階フロアー 

受付時間：10:30-15:00  

・大会参加費等 会員と学生は無料。一般は 1,000 円（※）。 

※：但し一般参加者が次年度から本学会員となる場合は参加費を無料とする。 

・必ず受付で入場手続きを行ってください（参加者名簿に氏名と所属を記入して下さ

い）。  

・学会入会手続きも総合受付で行っております。  

 

c. 諸注意事項  

・キャンパス内では係員の指示に従ってください。 

・教室内での携帯電話での通話を禁じます。 

・キャンパス内は禁酒・禁煙です。 

（飲み物はペットボトル、または蓋つきカップに限ります） 

・貴重品はお預かりしません。手荷物の管理は各自でお願いします。  

・大会事務局では盗難や事故について一切の責任を負うことはできません。 

 

d. 大会実行委員  

溝畑潤（関西学院大学）、青木敦英（芦屋大学）、灘英世（関西大学）  

学生スタッフ：石ケ森千隼、安達凉人、大塚彩生、長谷川果音（関西学院大学） 

 

 

 

 

 

 



４． 発表案内 

 

a． 発表方法  

・発表は口頭で行います。 

b． 進行 

 ・発表者は各セッションとも座長の司会によって進行します。座長の指示を遵守し

てください。 

c． 発表時間 

 ・発表時間「10 分」・討論「5 分」の合計「15 分」です。ただし、フロアーから活

発な質問等のある場合には、座長の裁量で討論時間の調整を行ってください。時

間厳守でお願いします。 

d． 資料配布  

・資料を配布される方は、各自で準備し、大会当日に持参のうえ、発表受 付担当者

に提出してください。50 部を準備してください。 

e． 機器使用  

・PCはこちらで用意します。発表データを記憶媒体（USBなど）でお持ちくださ

い。 

f． 発表取消 

・プログラムに掲載されている発表者が、不測の事情によって欠席せざるをえない事

情の生じた場合には、大会事務局にできるだけ早くご連絡ください。連名発表の場

合には、連名者が大会本部の承認を得て発表を代行することができます。 

g． 座長要領 

・座長は、各発表会場受付で受付を行ってください。座長は開始「20 分」前まで に

必ず受付を済ませてください。座長はフロアーからの質疑等を促し、研究発表の円

滑な運営が進行するようにご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 



５．シンポジウム 

（16：15～17：45） 

 

テーマ：「高等専門学校ラグビーフットボールの在り方について」 

司会：村上晃一理事 

      （日本ラグビー学会理事、ラグビージャーナリスト） 

  

【シンポジスト】 

小森田敏（神戸市立高専ラグビー部監督） 

熊本県出身 

筑波大学卒 筑波大学大学院修了。              

1995 年から神戸市立工業高等専門学校講師、准教授を経 

て 2012 年より同校教授。1998 年から関西ラグビーフッ 

トボール協会高専委員会委員。2008 年から 2019 年まで 

日本ラグビーフットボール協会ユースコーチ。2001 年か 

ら 2021 年まで日本ラグビーフットボール協会スタートコ  

ーチトレーナー。2022 年から日本ラグビーフットボール 

協会 C級コーチトレーナー。 

 

柴田尚都（仙台高専名取キャンパス ラグビー部監督） 

大阪府出身 

仙台大学卒 筑波大学研究生。 

1995 年に宮城高等専門学校（現仙台高等専門学校名取キ  

ャンパス）講師、助教授を経て 2015 年より同校教授。 

1994 年から同校監督。2003 年に 1年間、ニュージーラン 

ドのクライストチャーチにおいて在外学術研究の為、留 

学。元宮城県協会レフェリー委員長。現在は宮城県ラグ 

ビー協会副会長、宮城県女子ラグビーチーム監督（2025 

年国スポ滋賀県大会出場）。 



 

高津浩彰（豊田高専ラグビー部監督） 

愛知県出身 

筑波大学卒 筑波大学大学院修了。  

1994 年から豊田工業高等専門学校講師、助教授を経   

て、2011 年より同校教授。（2009 沼津工業高等専門学校   

准教授 人事交流のため）1995 年から豊田工業高等専 

門学校ラグビー部監督（現在に至る）。2006 年から日本 

ラグビー学会理事。2006 年から日本ラグビーフットボ 

ール協会 C級コーチ。World Rugby エデュケーター    
（MO）。 

 

 

森 弘暢（奈良高専ラグビー部監督） 

奈良県出身 

奈良教育大学卒 奈良教育大学大学院修了。 

1999 年から 2000 年まで奈良県橿原市公立学校教員。 

2000 年から奈良工業高等専門学校講師、准教授を経   

て、2022 年より同校教授。全国高等専門学校ラグビー 

フットボール大会では 2010 年以降優勝８回、準優勝６ 

回。ジャパンラグビーコーチングアワード 2018 受賞。   

奈良県ラグビーフットボール協会理事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※氏名はあいうえお順 



６．一般発表（口頭）抄録 

会 場：1405教室 （13:10～16:05） 

 

座長 ： 青木 敦英（芦屋大学） 

 

1) 13:10 – 13:25 

 「ラグビーにおけるハイパントの投射条件および足部速度の特性」 

○ 馬場 玲玖（福岡大学院スポーツ健康科学研究科）他 2名 

 

2) 13:30 – 13:45 

  「ラグビー・ワールドカップ 2023 における多様性とチーム・パフォーマンス」 
− ヘッドコーチ国籍と選手の国籍構成に基づく記述統計分析 – 

○ 高岡 慎一郎（甲南大学ビジネス・イノベーション研究所） 

 

3) 13:50 – 14:05 

  「高校生のラグビー合同チームにおける効果的な指導法に関する提言」 

 − 優位性・フェーズ局面・状況判断の観点から – 

○ 岡本 吉高（大阪府立北摂つばさ高等学校） 

 

座長 ： 石井 信輝（摂南大学） 

 

4) 14:10 – 14:25 

  「新聞・Web・SNSへの広告出稿が観戦者行動に及ぼす影響」 
− 第 52回愛知県ラグビー祭における分析 – 

 ○早坂 一成（名古屋学院大学）他 4名 

 

5) 14:30 – 14:45 

 「ワンチーム」と「心理的安全性」 

 ○高田 正義（愛知学院大学）他 4名 

 

6) 14:50 – 15:05 

「トップリーグとリーグワンにおけるチーム順位の関係」 

− チームの強さの継続の検討 – 

 ○高津 浩彰（豊田工業高等専門学校） 岡本 昌也（愛知工業大学） 

 



 

座長 ： 寺田 泰人（桜花学園大学） 

  

7) 15:10 – 15:25 

 「南郷家 親子 2 代のスポーツ」 

  − ゴルフとラグビー – 

 ○髙木 應光（神戸居留地研究会）西村 克美（前、明治国際医療大学） 

 

8) 15:30 – 15:45 

 「全国高等専門学校ラグビーフットボール大会期間中の医務委員活動」 

 ○吉矢 晋一（西宮回生病院）他 6名 

 

9) 15:50 – 16:05 

 「単一高等専門学校ラグビー部員の体格、体力および筋力について」 

     − 学年およびポジション別の比較 – 

  ○溝畑 潤（関西学院大学）他 7名 
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日本ラグビー学会事務局および大会事務局 

〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

関西学院大学人間福祉学部人間科学科 

（溝畑研究室内） 溝畑：090-3039-2125 

 

後援：関西学院大学   


